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(57)【要約】
【課題】画像出力先の出力条件に係わらず、常にシーン
や主要被写体を判別しやすいサムネイル画像を表示可能
な画像処理装置及び画像処理プログラムを提供する。
【解決手段】本発明に係わる画像処理装置（１）は、撮
像された画像を取得する画像取得手段（６０）と、画像
出力先におけるサムネイル用画像１枚あたりの表示サイ
ズに応じて、本画像に対して強調効果の異なる画像処理
を設定する画像設定手段（１２）と、画像取得手段（６
０）で取得した本画像から主要被写体を特定する画像解
析手段（１３）と、特定された主要被写体を含む主要被
写体領域に対し画像設定手段（１２）で設定された画像
処理を実施し、当該画像処理が施された主要被写体領域
を含む本画像をサムネイル用画像に変換する画像処理手
段（１４）と、変換されたサムネイル用画像を記憶する
記憶手段（５０）とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影された画像を取得する画像取得手段と、
　画像出力先におけるサムネイル用画像１枚あたりの表示サイズに応じて、前記画像に対
して強調効果の異なる画像処理を設定する画像設定手段と、
　前記画像取得手段により取得された画像の中から主要被写体を特定する画像解析手段と
、
　前記画像解析手段により特定された主要被写体を含む主要被写体領域に対し前記画像設
定手段で設定された画像処理を実施し、当該画像処理が施された主要被写体領域を含む画
像をサムネイル用画像に変換する画像処理手段と、
　前記画像処理手段により変換されたサムネイル用画像を記憶する記憶手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像処理装置であって、
　前記画像設定手段は、
　画像出力先におけるサムネイル用画像１枚あたりの表示サイズが閾値未満であれば、強
調効果として前記主要被写体の拡大率を大きくする画像処理を設定し、前記表示サイズが
閾値以上であれば、強調効果として前記主要被写体の色調に関する補正係数を大きくする
画像処理を設定すること、
　を特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の画像処理装置であって、
　前記画像設定手段は、
　前記表示サイズが閾値未満である場合の画像処理において、前記主要被写体の拡大率を
前記表示サイズの範囲内で大きくすること、
　を特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載の画像処理装置であって、
　前記画像設定手段は、
　前記表示サイズが閾値以上である場合の画像処理において、前記主要被写体の色補正と
階調補正の補正係数が大きくなるように設定すること、
　を特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の画像処理装置であって、
　前記画像設定手段は、
　前記表示サイズが閾値以上である場合の画像処理において、前記主要被写体の色補正と
階調補正の補正係数が画像出力先の種類に応じて異なる値となるように設定すること、
　を特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　請求項４又は５に記載の画像処理装置であって、
　前記画像設定手段は、
　前記表示サイズが閾値以上である場合の画像処理として、前記主要被写体の色補正と階
調補正の補正係数をそれぞれ異なる値に設定すること、
　を特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　撮影された画像を取得する画像取得手段と、画像設定手段と、画像解析手段と、画像処
理手段と、記憶手段と、制御部とを備えた画像処理装置の画像処理プログラムであって、
　前記画像設定手段において、画像出力先におけるサムネイル用画像１枚あたりの表示サ
イズに応じて、前記画像に対して強調効果の異なる画像処理を設定する画像設定ステップ
と、
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　前記画像解析手段において、前記画像取得ステップにより取得された画像の中から主要
被写体を特定する画像解析ステップと、
　前記画像処理手段において、前記画像解析ステップにより特定された主要被写体を含む
主要被写体領域に対し前記画像設定ステップで設定された画像処理を実施し、当該画像処
理が施された主要被写体領域を含む画像をサムネイル用画像に変換する画像処理ステップ
と、
　前記記憶手段に、前記画像処理ステップにより変換されたサムネイル用画像を記憶させ
る画像記憶ステップと、
　を前記制御部に実行させることを特徴とする画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サムネイル画像を表示するための画像処理装置及び画像処理プログラムに関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のフィルム式カメラにおいては、撮影した画像を１枚のプリントに一覧表示する、
いわゆるインデックスプリントと呼ばれるプリントサービスがある。このようなインデッ
クスプリントに関する従来例として、画像データから人物などの主要被写体を抽出し、こ
の主要被写体と背景との画像処理を変えることにより、主要被写体を判別しやすくしたイ
ンデックスプリント作成方法が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００１－７５１８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　一方、デジタルカメラにおいては、撮影した複数の画像を一つの画面に一覧表示する、
いわゆるサムネイルと呼ばれる画像（以下、サムネイル画像という）がある。このサムネ
イル画像は、ＰＣ（パーソナルコンピュータ）のモニタ画面や、カメラの背面液晶モニタ
、或いはＴＶ画面などの様々な表示装置に出力することができる。これに対して、上記従
来技術のインデックスプリントはプリンタ出力を前提としているため、画像処理を様々な
表示装置の出力条件に適合にさせることが難しく、シーンや主要被写体が判別しやすくな
るわけではなかった。
【０００４】
　本発明の課題は、画像出力先の出力条件に係わらず、常にシーンや主要被写体を判別し
やすいサムネイル画像を表示することができる画像処理装置及び画像処理プログラムを提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、以下のような解決手段により前記課題を解決する。なお、理解を容易にする
ために、本発明の実施形態に対応する符号を付して説明するが、これに限定されるもので
はない。
　請求項１に記載の発明は、撮影された画像を取得する画像取得手段（６０）と、画像出
力先におけるサムネイル用画像１枚あたりの表示サイズに応じて、前記画像に対して強調
効果の異なる画像処理を設定する画像設定手段（１２）と、前記画像取得手段により取得
された画像の中から主要被写体を特定する画像解析手段（１３）と、前記画像解析手段に
より特定された主要被写体を含む主要被写体領域に対し前記画像設定手段で設定された画
像処理を実施し、当該画像処理が施された主要被写体領域を含む画像をサムネイル用画像
に変換する画像処理手段（１４）と、前記画像処理手段により変換されたサムネイル用画
像を記憶する記憶手段（５０）とを備えることを特徴とする画像処理装置である。
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の画像処理装置であって、前記画像設定手段
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（１２）は、画像出力先におけるサムネイル用画像１枚あたりの表示サイズが閾値未満で
あれば、強調効果として前記主要被写体の拡大率を大きくする画像処理を設定し、前記表
示サイズが閾値以上であれば、強調効果として前記主要被写体の色調に関する補正係数を
大きくする画像処理を設定することを特徴とするものである。
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の画像処理装置であって、前記画像設定手段
（１２）は、前記表示サイズが閾値未満である場合の画像処理において、前記主要被写体
の拡大率を前記表示サイズの範囲内で大きくすることを特徴とするものである。
　請求項４に記載の発明は、請求項２又は３に記載の画像処理装置であって、前記画像設
定手段（１２）は、前記表示サイズが閾値以上である場合の画像処理において、前記主要
被写体の色補正と階調補正の補正係数が大きくなるように設定することを特徴とするもの
である。
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載の画像処理装置であって、前記画像設定手段
（１２）は、前記表示サイズが閾値以上である場合の画像処理において、前記主要被写体
の色補正と階調補正の補正係数が画像出力先の種類に応じて異なる値となるように設定す
ることを特徴とするものである。
　請求項６に記載の発明は、請求項４又は５に記載の画像処理装置であって、前記画像設
定手段（１２）は、前記表示サイズが閾値以上である場合の画像処理として、前記主要被
写体の色補正と階調補正の補正係数をそれぞれ異なる値に設定することを特徴とするもの
である。
　請求項７に記載の発明は、
　撮影された画像を取得する画像取得手段（６０）と、画像設定手段（１２）と、画像解
析手段（１３）と、画像処理手段（１４）と、記憶手段（５０）と、制御部（１１）とを
備えた画像処理装置（１）の画像処理プログラムであって、前記画像設定手段において、
画像出力先におけるサムネイル用画像１枚あたりの表示サイズに応じて、前記画像に対し
て強調効果の異なる画像処理を設定する画像設定ステップと、前記画像解析手段において
、前記画像取得ステップにより取得された画像の中から主要被写体を特定する画像解析ス
テップと、前記画像処理手段において、前記画像解析ステップにより特定された主要被写
体を含む主要被写体領域に対し前記画像設定ステップで設定された画像処理を実施し、当
該画像処理が施された主要被写体領域を含む画像をサムネイル用画像に変換する画像処理
ステップと、前記記憶手段に、前記画像処理ステップにより変換されたサムネイル用画像
を記憶させる画像記憶ステップと、を前記制御部に実行させることを特徴とするものであ
る。
　なお、符号を付して説明した構成は、適宜改良してもよく、また、少なくとも一部を他
の構成物に代替してもよい。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、画像出力先の出力条件に係わらず、常にシーンや主要被写体を判別し
やすいサムネイル画像を表示することができる画像処理装置及び画像処理プログラムを提
供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照して、本発明に係わる画像処理装置及び画像処理プログラムの実施形
態について説明する。図１は、本実施形態に係わる画像処理装置１の構成を示すブロック
図である。この画像処理装置１は、例えば、デジタルカメラ、ＰＣ、ＴＶなどの表示装置
を備えた電子機器に内蔵されるものであるが、これら電子機器と有線又は無線により接続
される構成であってもよい。
【０００８】
　本実施形態の画像処理装置１は、図１に示すように、ＣＰＵ１０を中心として構成され
、表示部２０、操作部３０、外部機器Ｉ／Ｆ４０、メモリ５０、メディア読み取り部６０
を備えている。以下、各部について説明する。
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【０００９】
　表示部２０は、画像出力先となる表示装置であり、例えば液晶ディスプレイなどが用い
られる。この表示部２０には、撮影された本画像やサムネイル画像のほか、操作画面など
が表示される。なお、画像出力先としては表示部２０に限らず、後述する外部機器Ｉ／Ｆ
４０を介して接続された表示装置やプリンタであってもよい。
【００１０】
　操作部３０は、ユーザにより操作される入力装置であり、１画面あたりのサムネイル分
割数の指定や、表示部２０に表示している画像の送り、外部出力先の設定などの操作入力
を取得する。
【００１１】
　外部機器Ｉ／Ｆ（インターフェース）４０は、図示しない外部機器に画像データを送信
する場合のインターフェース回路である。
【００１２】
　メモリ５０は、外部から読み込んだ本画像の画像データ、サムネイル用画像の画像デー
タを一時的に記憶するほか、後述するＣＰＵ１０による各種処理に必要なプログラムや、
このプログラムの実行に必要な初期値や設定値などを記憶する記憶装置である。本実施形
態のメモリ５０は、後述の画像処理部１４により変換されたサムネイル用画像を記憶する
記憶手段として機能する。また、メモリ５０には、画像処理装置１の動作や制御に必要な
プログラムのほか、このプログラムの実行に必要な初期値や設定値などが記憶される。
【００１３】
　メディア読み取り部６０は、記憶媒体となるメディア７０から本画像を読み出す装置で
あり、メディア７０が着脱自在に装着される図示しないメモリカードスロットを備えてい
る。本実施形態のメディア読み取り部６０は、本画像を取得する本画像取得手段として機
能する。
【００１４】
　ＣＰＵ１０は、装置全体の動作を制御する集積回路であり、マイクロプロセッサにより
構成されている。ＣＰＵ１０はメモリ５０に記憶されている制御プログラムに従って動作
することにより、制御部１１、画像設定部１２、画像解析部１３、画像処理部１４、サム
ネイル処理部１５の機能を実行している。
【００１５】
　制御部１１は、上述した表示部２０、操作部３０、外部機器Ｉ／Ｆ４０、メモリ５０、
メディア読み取り部６０のほか、後述する画像設定部１２、画像解析部１３、画像処理部
１４、サムネイル処理部１５の動作を統合的に制御する。
【００１６】
　画像設定部１２は、画像出力先となる表示部２０におけるサムネイル用画像１枚あたり
の表示サイズに応じて、メディア７０に記憶されている本画像に対し強調効果の異なる画
像処理を設定する。具体的には、表示部２０の出力条件に応じてサムネイル用画像１枚あ
たりの表示サイズを算出し、この表示サイズと閾値とを比較することによって画像処理を
設定するようにしている。
【００１７】
　ここで、出力条件とは、画像出力先である表示部２０の種類（例えばＰＣのモニタ画面
、ＴＶ画面など）、画面サイズ、（1画面あたりの）サムネイル分割数などである。これ
らの情報は、操作部３０を介して画像設定部１２に読み込まれる（又は、規定値としてメ
モリ５０に記憶されていてもよい）。
【００１８】
　画像設定部１２は、上記出力条件に応じて、サムネイル用画像１枚あたりの表示サイズ
を算出する。この表示サイズｈ（高さ）＊ｗ（幅）は、表示部２０の画面サイズＨ（高さ
）＊Ｗ（幅）と、サムネイル分割数Ｄとから算出する。そして、この表示サイズｈ＊ｗが
閾値未満であれば、強調効果として主要被写体の拡大率Ｓを大きくする画像処理を設定す
る。また、表示サイズｈ＊ｗが閾値以上であれば、強調効果として主要被写体の色補正と
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階調補正の補正係数Ｖを大きくする画像処理を設定する。
【００１９】
　ここで、表示サイズｈ＊ｗと拡大率Ｓ、補正係数Ｖとの対応関係について説明する。図
２（ａ）は表示サイズｈ＊ｗと拡大率Ｓとの対応関係を示す説明図である。図２（ａ）に
示すように、表示サイズｈ＊ｗが閾値Ｔ未満の場合（例えば、サムネイル分割数Ｄが多い
、或いはサムネイル分割数Ｄは多くなくても画面サイズが小さい場合など）は、主要被写
体が小さく表示される可能性が高いので、１画像の表示サイズｈ＊ｗが小さくなるほど、
強調効果として主要被写体の拡大率Ｓを大きくする画像処理を設定する。ただし、拡大率
Ｓは表示サイズｈ＊ｗの範囲内（Ｍａｘ）で大きくするようにしている。また、主要被写
体の位置が画面の中で端部に存在する場合は、強調効果として画面中央に移動させている
。一方、表示サイズｈ＊ｗが閾値Ｔ以上の場合は、拡大率Ｓが１００％となるようにして
いる。
【００２０】
　また、図２（ｂ）に示すように、表示サイズｈ＊ｗが閾値Ｔ以上の場合（例えば、画面
サイズの大きな外部機器に表示したり、分割数Ｄが小さい場合など）は、強調効果として
「拡大」を行う必要性は低いので、１画像の表示サイズｈ＊ｗが大きくなるほど、強調効
果として主要被写体の「色補正」や「階調補正」の補正係数Ｖを大きくする画像処理を設
定する。ここで、色補正としては、例えば彩度の強調を行い、出力彩度＝入力彩度＊（１
＋Ｖ）とする。また、階調補正としては、例えばコントラストの強調を行い、出力値＝入
力値{1/1+V}とする。
【００２１】
　なお、色補正や階調補正の補正係数Ｖは、色飽和や階調つぶれの起こらない範囲で大き
くようにするようにしている。一方、表示サイズｈ＊ｗが閾値Ｔ未満の場合は、補正係数
Ｖ＝１（補正なし）となるようにしている。
【００２２】
　上記図２（ａ）、（ｂ）の対応関係を示すグラフは、あらかじめメモリ５０に記憶され
ており、必要に応じてＣＰＵ１０に読み込まれる。
【００２３】
　画像解析部１３は、メディア７０から読み取った本画像に対し、シーン認識処理を実施
することにより、主要被写体を特定する。そして、特定した主要被写体を含む領域を主要
被写体領域として本画像から切り出すようにしている。
【００２４】
　画像処理部１４は、画像解析部１３により切り出された主要被写体領域に対し画像設定
部１２手段で設定された「拡大」又は「色補正」及び「階調補正」などの強調効果を有す
る画像処理を実施する。そして、画像処理を施した本画像をサムネイル画像１枚あたりの
表示サイズｈ＊ｗにリサイズ処理して、サムネイル用画像に変換する。このサムネイル用
画像の画像データはメモリ５０に一時的に記憶される。
【００２５】
　サムネイル処理部１５は、メモリ５０からサムネイル用画像の画像データを読み出し、
リサイズ処理された本画像の一覧表示画面であるサムネイル画像を作成する。また、この
サムネイル画像を表示部２０に表示させている。
【００２６】
　次に、上記のように構成された画像処理装置１において、サムネイル画像を作成する場
合の処理手順を図３に示すフローチャートにより説明する。このフローチャートに基づく
画像処理は、メモリ５０に記憶された画像処理プログラムを起動することにより実行され
る。
【００２７】
　まず、画像設定部１２は、画像出力先となる表示部２０の画面サイズＨ＊Ｗと、サムネ
イル分割数Ｄとを取得し（ステップＳ１０１、Ｓ１０２）、これらＨ、Ｗ、Ｄに基づいて
サムネイル用画像１枚あたりの表示サイズｈ＊ｗを算出する（ステップＳ１０３）。そし
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て、表示サイズｈ＊ｗが閾値Ｔ未満かどうかを判定する（ステップＳ１０４）。ここで、
Ｙｅｓであれば、画像設定部１２は、主要被写体の画像処理を画像の「拡大」とし、拡大
率Ｓを設定する（ステップＳ１０５、Ｓ１０６）。一方、ステップＳ１０４でＮｏであれ
ば、画像設定部１２は、主要被写体の画像処理を「色補正」及び「階調補正」とし、補正
係数Ｖを設定する（ステップＳ１０７、Ｓ１０８）。なお、ステップＳ１０６における拡
大率Ｓ、及びステップＳ１０８における補正係数Ｖ、先に説明した図２の対応関係を示す
データを参照することにより設定される。
【００２８】
　上記ステップＳ１０６又はステップＳ１０８の処理が終了すると、制御部１１は、本画
像番号ｋ＝１、カウンタｉ＝１とし、メディア７０から本画像Ｎｏ．ｋを読み出す（ステ
ップＳ１０９、Ｓ１１０）。次に、画像解析部１３は、読み出した本画像に対してシーン
認識処理を実施して主要被写体を特定し、特定した主要被写体を含む領域を主要被写体領
域として本画像から切り出す（ステップＳ１１１、Ｓ１１２）。続いて、画像処理部１４
は、主要被写体領域に対して、ステップＳ１０５又はステップＳ１０７で設定した画像処
理を実施し、サムネイル用画像Ｎｏ．ｉとしてメモリ５０に一時的に記憶する（ステップ
Ｓ１１３、Ｓ１１４）。
【００２９】
　上記ステップＳ１１４の処理が終了すると、制御部１１は、カウンタｉがサムネイル分
割数Ｄ未満か、又は本画像番号ｋが本画像総数未満かどうかを判定する（ステップＳ１１
５）。ここで、Ｎｏであれば、制御部１１は、本画像番号ｋ＝ｋ+１、カウンタｉ＝ｉ+１
とし（ステップＳ１１６）、ステップＳ１１１へリターンする。すなわち、サムネイル画
像の表示に必要な画像数分として、サムネイル分割数Ｄ又はメディア７０内の本画像をす
べて読み出すまで、画像解析部１３と画像処理部１４とによるステップＳ１１１～ステッ
プＳ１１４までの処理を繰り返し実行する。
【００３０】
　そして、上記ステップＳ１１５の判定でＹｅｓとなった場合、制御部１１は、本画像番
号ｋ、カウンタｉの値をすべてクリアする（ステップＳ１１７）。次に、サムネイル処理
部１５は、メモリ５０からサムネイル用画像の画像データを読み出し、リサイズ処理され
た本画像の一覧表示画面であるサムネイル画像を作成する（ステップＳ１１８、Ｓ１１９
）。そして、このサムネイル画像を表示部２０に表示させて（ステップＳ１２０）、本ル
ーチンの処理を終了する。
【００３１】
　なお、操作部３０において画像送りの操作入力を取得した場合は、更新される分の本画
像に対してステップＳ１０９～ステップＳ１１５の処理を繰り返すことにより、サムネイ
ル画像を更新する。
【００３２】
　次に、本実施形態の画像処理装置１により作成されたサムネイル画像の具体例について
説明する。図４（ａ）～（ｃ）は、サムネイル画像の表示例を示す説明図である。図４（
ａ）は、一画面を４分割した場合の表示例を示している。また、図４（ｂ）は、従来の表
示方式において、一画面を９分割した場合の表示例を示している。図４（ｂ）に示すよう
に、一画面を９分割した場合は、４分割した場合よりも更に多くの画像を表示することが
できるが、従来の表示方式では分割数を多くすると主要被写体が小さくなるため、画像に
よってはシーンや主要被写体を判別することが難しくなってしまう。しかしながら、本実
施形態においては、図４（ｃ）に示すように、サムネイル用画像１枚あたりの表示サイズ
が小さい場合には主要被写体が拡大される。これによれば、９分割した場合の主要被写体
の大きさを、例えば図４（ａ）のような４分割の場合と同等の大きさに維持することがで
きるので、シーンや主要被写体の判別が容易となる。
【００３３】
　本実施形態によれば、以下の効果を奏する。
（１）画像出力先におけるサムネイル用画像１枚あたりの表示サイズに応じて、本画像に
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対して強調効果の異なる画像処理を設定するようにしたので、主要被写体にはその表示サ
イズに適した強調効果が施されることになる。このため、画像出力先の出力条件に係わら
ず、常にシーンや主要被写体の判別をすることが容易なサムネイル画像を表示することが
できる。
（２）画像出力先におけるサムネイル用画像１枚あたりの表示サイズが閾値よりも小さい
場合には、強調効果として主要被写体の拡大率を大きくするようにしたので、画像出力先
の出力条件によって表示サイズが小さくなっても主要被写体が小さくならず、ユーザは主
要被写体の特定が容易になる。また、主要被写体の拡大率をサムネイル用画像１枚当たり
の表示サイズの範囲内で大きくするようにしたので、表示サイズが小さくなった場合でも
、主要被写体のディテールを損なうことがない。また、主要被写体の位置が画面の中で端
部に存在する場合は、強調効果として画面中央に移動するようにしたので、主要被写体の
特定がさらに容易なものとなる。
（３）画像出力先におけるサムネイル用画像１枚あたりの表示サイズが閾値よりも大きい
場合には、強調効果として主要被写体の色補正や階調補正の補正係数を大きくするように
したので、表示サイズが大きい場合に主要被写体が不要に大きくなることがなく、ユーザ
は主要被写体の特定が容易になる。
（変形形態）
【００３４】
　以上説明した実施形態に限定されることなく、本発明は以下に示すような種々の変形や
変更が可能であり、それらも本発明の範囲内である。
（１）本実施形態では、画像出力先におけるサムネイル用画像１枚あたりの表示サイズが
閾値よりも大きい場合の強調効果において、主要被写体の色補正や階調補正の補正係数を
それぞれ同じ値となるようにしているが、補正係数は補正処理ごとに異なる値となるよう
にしてもよい。また、主要被写体の色補正や階調補正の補正係数は、画像出力先に応じて
異なる値となるようにしてもよい。例えば、ＴＶ画面とプリンタでの印刷出力の場合とで
階調補正の補正係数を変えることにより、画像出力先に適した強調効果を得ることができ
る。
（２）本実施形態では、画像出力先におけるサムネイル用画像１枚あたりの表示サイズに
応じて強調効果の異なる画像処理を設定するようにしているが、一律に同じ画像処理を設
定するようにしてもよい。例えば、表示サイズの大きさに係わらず主要被写体の拡大率を
大きくするというものである。また、表示サイズｈ×ｗの大きさを判定するための閾値を
複数設定しておき、より細かく画像処理を設定するようにしてもよい。
（３）本実施形態では、強調効果を有する画像処理として、主要被写体の「拡大」、「色
補正」+「階調補正」を設定する例について説明したが、これに限らず、強調効果として
、主要被写体の「領域の切り出し」、「移動」、「縮小」、「変形」などの画像処理を設
定するようにしてもよい。
（４）本実施形態では、撮影された本画像に基づいて強調表示したサムネイル用画像を作
成する例について説明したが、この例に限らず、本画像のタグ情報に記録されているサム
ネイル画像に基づいて強調表示したサムネイル用画像を作成するようにしてもよい。この
タブ情報に記録されているサムネイル画像としては、通常の分割表示用のサムネイル画像
であってもよいし、１枚の画像をモニタ画面全体に表示するための表示用サムネイル画像
であってもよい。
（５）本実施形態では、画像処理装置１のメモリ５０に記憶された画像処理プログラムを
起動することにより、強調表示したサムネイル用画像を作成するための画像処理が実行さ
れる例について示した。しかし、本発明はこの例に限らず、制御部１１により実行される
画像処理プログラムの一部又は全部に相当するプログラムデータを記録した記憶媒体を用
意しておき、必要に応じてその記録媒体を他のカメラやＰＣなどの電子機器へ装着し、こ
れら機器のオペレーティングシステムなどを介して前記記憶媒体に記録されている画像処
理プログラムを読み込むようにしてもよい。すなわち、本実施形態における画像処理は、
特定のカメラ、ＰＣ、ＴＶなどの電子機器上で実行されるだけでなく、表示装置を備えた
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他の電子機器上においても実行可能なものである。
（６）本実施形態では、サムネイル画像を作成する場合を例として説明したが、これに限
らず、例えばビデオムービーのインデックス画像一覧表示など、シーンや主要被写体の判
別をしやすくすることが望ましいと考えられる表示媒体一般に適用することができる。
【００３５】
　また、上記実施形態及び変形形態は適宜に組み合わせて用いることができるが、各実施
形態の構成は図示と説明により明らかであるため、詳細な説明を省略する。さらに、本発
明は以上説明した実施形態によって限定されることはない。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】実施形態に係わる画像処理装置の構成を示すブロック図である。
【図２】（ａ）、（ｂ）は表示サイズと拡大率及び補正係数との対応関係を示す説明図で
ある。
【図３】実施形態の画像処理装置においてサムネイル画像を作成する場合の処理手順を示
すフローチャートである。
【図４】（ａ）～（ｃ）はサムネイル画像の表示例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１：画像処理装置、１０：ＣＰＵ、１１：制御部、１２：画像設定部、１３：画像解析
部、１４：画像処理部、１５：サムネイル処理部、２０：表示部、３０：操作部、４０：
外部機器Ｉ／Ｆ、５０：メモリ、６０：メディア読み取り部、７０：メディア

【図１】 【図２】



(10) JP 2010-141528 A 2010.6.24

【図３】 【図４】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

